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An Unspeakable Sadness 

David J. Wishart 

 1800年には、少なくとも14,000人のアメリカインディア

ンが、現在のネブラスカの東部半分の地域に住んで
いた。・・・・（中略）・・・部族は、は30百万ｴｰｶｰ以上の

土地を統治していたのである。それから百年の後のこ
れらの、もともとネブラスカに住んでいたインディアン
達の数は、わずか、オマハ族が1,203人、ポンカ族は、
229人の人たちが彼らの故郷に残り住んでいるに過ぎ
ず、彼らの統合された所有地は、たったの200,000ｴｰ
ｶｰ程度になってしまった。 
アメリカ人とヨーロッパ人の移住者達―1900年までに、
およそ100万人とも言われる―が、立ち退いた土地に

溢れ、そして、大平原に囲いをつくり、表面の土地を
ひっくり返し、鉄道を敷設し、町をつくり、そして、数え
たらきりがないほどの様々な方法で、そこにもともと
ずっと住んでいた古いインディアン達にも全く想像も
つかないような形の大地に、様相を変えてしまった。 
 

  この本は、土地の没収のこの一世紀の物語を語る
ものである。 



LOUISIANA  PURCHASE 

ナポレオンは、ミシシッピーの西にあるその土地は、合衆国を“この
後、ずっと強力にする”、だろうと予測していた。“私は、イギリスに
対して”と、彼は続けた。“遅かれ早かれ、その誇りを損なうようなラ
イバルをプレゼントしたのだ”と。 

 こうして、いまや、紙の上では大陸の西の半分は合衆国となった
のである。 

Thomas Jefferson 

Meriwether Lewis, 
painted by Charles 
Willson Peale.    

William Clark, painted by 
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オレゴンの先まで探検と調査 
大陸の横断 
原住民インディアンの調査 



Lewis & Clark 隊との出会い 

7/22  Lewis & ClarkがPlatte 川の河口に
着いたときには、インディアンの部落はも
ぬけの殻だった。 
 オトエーミズーリ族 
 オマハ族 
 ポンカ族 
 ポウニー族 

8/6  オトエーミズーリ族の6人と接触 

“偉大なる父”・・・・・アメリカ合衆国 
“苦難の子供たち”・・・インディアン 

部族の平和とアメリカ人の
ミズーリ川の通行の安全性 

インディアンの居住地を認
める 

“悪い鳥たちとの会合”には、耳を傾ける
な・・・・フランスに対抗 
彼らは、“大草原の草を焼き尽くす火のよ
うに”破壊する 

1804 
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Lewis & Clark 以前 

ポウニー族 
 Skiri族 
 Chaui族 
 Kitkahahki族   

オトエ族の移動 

オマハ、ポンカ、 
カンザ族の移動 

１８世紀後半
ヨーロッパ人、
アメリカ人が
進出して来た。 

ダコタ、ソーク、
フォックス族 



ポウニー族の 
    Skiri族は、Loup川のテラス台地、Chaui族は、Platte 川の南側、 
    Kitkahahki族は CloudとGuide Rockの間のRepublican川）  

オトエ族 
     Little Souix River の Missouriの東側の土手に居たものが、Dakota族に 
     追われて南下し、Platte川の河口近くで、ミズーリ族と一緒に暮らして居た。  

オマハ族 
      ポンカ族、 カンザ族、 クワポー族、オサゲ族ら もともとはSouix語を話す 
      同じ系統の部族。オハイオ川を下り、南下。ミシシッピーに行き当たり、ここで   
      分かれた。オマハ族は、オマハ族とポンカ族は、一端、ミズーリ川の東側に居 
      たが、されら西に進み、ポンカ族は、Niobrara川の河口付近、オマハ族は、ネ 
      ブラスカをさらに南下し、St. James 近辺のBow Creekに。 
         その後、ダコタ族に追われて、Omaha Creeｋに移動した。 
ポンカ族は、 
      Niobrara川の河口付近に居住していた。 
 
  



1790～ 天然痘が大流行し、人口が大胆に減少 
1800～1801年に再び大流行。   狩に行けず、“流浪の民”となった。 

“名誉ある死”の選択 

部族同士の戦い、 ポンカ族、シャイアン族、ポウニー族、オトエ族と戦う。 

この頃、ヨーロッパ人が馬をもたらした。  サンタ・フェを襲撃し、馬を手にいれた。（ポ
ウニー族） 
 
 ダコタ族の襲撃する地域が拡大 

 

銃の入手が武力の勢力分布を変えた。 

トウモロコシよりもバイソンの時代 
 

ポウニーはトウモロコシを崇めていた。 
 

先祖伝来の土地   拡がった土地の所有権を主張 
   ポンカ族・・・・Black Hills のもっと先（西）まで 
   テﾄﾝ・ダコタ、オマハ、ポウニー   はSand Hills の地域 
   オマハ族・・・・・アーカンソーに通ずる道を首長  これには、コマンチ、シャイアン、 
             アラパホ、。カイオアが反論 
 



インディアンの村の形態 
村の生活 
 

「村」 と言うのは、 
 “地理的に境界の設けられた、非常な大きな広がりを持つ家族” 
 周りの部族に対する統一的な対処の仕方を持つ集団 
  

Sky 集団の人々 と Earth集団の人々 
父方の系列で子孫につながっていた 5つの血族 
  二次的な準分属が居た。 
 血縁外結婚を推奨していたが、村の中に限る。 

オマハ族  

7～10の血族があった。 ポンカ族  

村には、“包み”があり、これが求心力となっていた。 ポウニー族  

10程度の血族があった。 オトエ族  



階層 

酋長 

戦士 

呪術者 

弓矢職人 

その他 

現世のこと 僧侶 儀式と神の力の利用 

女たち 虐待と過重労働。 

労働は女たちの仕事である。 
生活の中では従属的な役割。 
 ただし、小屋のなかの家財道具は一切女の持ち物 
自分の夫の社会的な地位の確保のための内助 
    ものをつくる技量、家族の富の蓄積・・・これらは女の裁量 
 

狩猟、防護、襲撃、兵器の製造が主な仕事 
 儀式、村社会の政治的な事項の決定 

男たち 



5月 

村の生活 

Skiri 族（ポウニー族） 
四つの鞘のついたトウモロコシの実 

トウモロコシの植え付けの儀式 

トウモロコシの植え付け。 
囲い  柳の小枝、大きな畝をつくり、ここにひ
まわりを植える 

女たちは整地、草木の焼き払い 

6月の終わりから7月の始め 

8月の終わり 
アキノキリンソウの咲く頃に、村に帰る。 
トウモロコシの刈り取り 

10月の始め 

トウモロコシの収穫 

乾燥、実の搔き取り 

バイソンの狩猟が始まり、トウモロコシに変わった。 

バイソンの狩猟 



Brule Dakotaと敵対 ネブラスカインディアンの狩猟地 

Skiri 

コマンチ 

シャイアン 



大平原にヨーロッパ人やアメリカ人がなだれ込んできた。 

セントルイスからありとあらゆる
商品が、病気と共に 

不安定の始まり 

スペイン人が馬を持ち込んで来た。 

バイソンの取り合い 
 
敵との遭遇 
 
村の襲撃が多発 

酋長による取引の独占 



人口の減少と防護の必要性 

戦闘 病気 と 

村の結合 

新しい村の中で、酋長同士、血族同士の対立が 
起こった。 

19世紀までは、インディアンの生活の手段、
社会のしくみが崩れなかった。 

狩猟、栽培、野生の植物など、食料の確保
が出来た。 

派閥争い  
 村の生活の上層部の亀裂 

分裂 
沢山の馬が手に入った 

経済活動の範囲が広くなった 

オレゴン、ユタに向かう再入植者たちが
ネブラスカを荒らしまくった。 

村の生活の本質的な強さ 
聖なるパイプ 
神聖な杖 
神聖な包み 



アメリカ文化（政治、経済的力）を
インディアンに押し付ける 

文明化の波 入植地の白人 
  毛皮商人        2～3百人 
  宣教師         30人足らず    
  インディアン代理人   １１人 
           

調停の圧力の時代  1800～1854年 

1818～1822の間にバイソンの姿が消えた 

経済的活動が大爆発した導火線となった 

蒸気船がミズーリ川を通行 
新しい取引所 

Lewis & Clarkの旅 

毛皮の取引が、ネブラスカのインディアンより、
もっと奥にいるダコタ族が中心となった。 

取引商たちは、古いインディアンの
方が、よい取引が出来た。 

アルコールをちらつかせ、 
インディアンを狩に駆り立て 
宣教師たちの活動の邪魔をした。 



Dougherty   1829 

合衆国政府の方針 

インディアンが農耕できるような小さな土地に住むよう
にさせ、獲物のいないような場所に定住させる。 
 
   インディアンの自立を促し、狩猟をしなくなった時   
   の支援を軽くすることが出来る。 

領土拡張主義 

土地の交換 

キリスト教化 

インディアンを飢餓から救済する。 

インディアンの土地を手に入れる。 



保護居留地・・・・・定住することを義務付けられた。 
   ミシシッピー川の西の地域から、保護居留地に 
   強制的に移住させられた 

インディアン達の立場をますます低下させ、インディ
アンが厳しい形で、開拓地から移動させられた。 

狭い土地に閉じ込められた。 

Prairie du Chienの協約 

1830 

その土地の“法的な先住民”とみなされていたが、 
彼らの所有権は、 
   “征服者の権利”により、消失した。 

原住民たちの土地の植民地化と、
インディアンの追放が始まった。 

“今こそ、土深く、戦闘斧を埋める”
時である。 

インディアンとアメリカ人の分布 1800～1854 



生き残るために自分たちの土地を売却。 

1836 大平原の買収 

インディアン同士の衝突 

ポウニー族の地に、デラウェア族を移住させた。 

1831年に天然痘が大流行 
 ポウニー族は人口が半減 
 Platte川の南にある自分たちの土地 
   “権利と利益と、そして、所有権”を失った。 
 所有権の放棄の見返りに、保証金と農機具 

1820～1830にかけ 西部開拓から、ゴールドラッシュの時代 

毎年、夏になると 
 中央ロッキー山脈に向かうキャラバン隊が 
Platte川、Sweetwater川に沿って旅をしていた。 
1840年   ネブラスカを越えて、13人が 
        オレゴンに向かった。 
1845年   これが、5,397人になった。 
1847年   モルモン教徒 
１８５０年  ゴールドラッシュ   98,284人 

木々を切り倒し、 
草原の草を食べつくし、 
狩猟する動物をことごとく追い払っ
た。 

この街道にはポウニー族が居た。 

ねだり  と  盗み 



1830年代、ならびに、1840年代の土地の譲渡 

譲渡されなかった土地 

入植してきたアメリカ人のために、アイオア、ネブラスカ、カンザスにかけて、 
インディアンの居留地は二束三文で次々に割譲されていった。 









ネブラスカ インディアン達の伝統的な所有地 インディアンの所有訴訟委員会による 



個々の部族の実態は・・・・・・・・・？ 



ポンカ族 



追い立てにあい、分裂した悲惨な部族、 
だが・・・ 









ポンカ族の村（1858） ポンカ族の保護居留区（1861頃） 

ニオブラーラ川 

ミズーリ川 

提案された保護居留区は、“十分な木も茂っていないし、また、彼らが自給できるほど土地は肥
沃ではなく、ここは、総合的に考えるとインディアン達が生活するには適していない” 
     ・・・Gregory 特別行政官 
“われわれは、決して、そこの場所に行きたいというのではない”・・・・Hard Walker 
“川の辺の故郷で死のうではないか”・・・・The Whip 





ポンカ族の保護居留区（1870頃） 

ニオブラーラ川 

ミズーリ川 









ポンカ族の保護居留区とその村（187７～1891） 

ニオブラーラ川 

ミズーリ川 

1870年から1877年に掛けて、ポンカ族の八つの部族が彼らの保護居留区の東の外
れに、３つの部落に別れて住んでいた。 







Standing Bear とその家族 



オトエーミズーリ族 



分裂をされたが、征服されたわけではなかった。 

オトエーミズーリ族 







1861年ころのオトエ･ミズーリ族の保護居留区 



1870年ころのオトエ･ミズーリ族の保護居留区 



  
 
生活のために、保護居留区の一部を売却 
1869年の協約に基づき、住んでいる土地を
鉄道会社に売却 
Simth行政官が、協約の内容をこっそりと書
き換えていた。 
1870年には、これが取り消された。 
 
 

土地の売却 

Greenの描いた1870年ころのオトエ･ミズーリ族
の村のスケッチ 







１８８０年頃 殆どが売却された。 
       Ar-ka-ke-ta  別名 Stay By it 

売却された土地 





再分配への長い道のり 

オマハ族 Sky の人々 と Earthの人々 
父方の系列で子孫につながっていた 5つの血族 
  二次的準分属が居た。 
 血縁外結婚を推奨していたが、村の中に限る。 

オマハ族の人口の推移 



1856年頃のPapillion クリークのオマハ族の村 

1861年  オマハ族の保護居留区の地図 





1870年  オマハ族の保護居留区の地図 



教育を受けたオマハ族の酋長達    1865年 教育を受けていないオマハ族の酋長達  1865年 



1880年頃  オマハ族の保護居留区とその村 



オマハ族の人口分布のピラミッド 
     1886年 



Alice C. Fletcher 



ポウニー族 



閉じ込められ、そして、追い出され 

ポウニー族 

ポウニー族の村 



1840年代になり、白人が西部に侵入  ポウニー族は、 

  オレゴントレイル、モルモントレイルの街道筋に住ん
でいた。 
 
  



上流ポウニー族の村 1858年 



下流ポウニー族の村 1858年 





ポウニー族の保護居留区    1861年 







ポウニー族の保護居留区  
       １８７５年 





ポウニー族の女達 1870年頃 



ポウニー族の村 １８７1年 

Genoa Manual-Labor School        
            1870年頃 
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ありがとうございました。 


